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身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
中
等
度
の
難
聴
児
に

対
し
て
、
補
聴
器
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
程
度
の
聴
力
で
あ
る　

歳
未
満

１８

の
児
童
で
、
か
つ
両
耳
の
聴
力
レ

ベ
ル
が
お
お
む
ね　

デ
シ
ベ
ル
以

３０

上
あ
り
、
補
聴
器
装
用
の
効
果
が

見
込
め
る
と
医
師
か
ら
認
め
ら
れ

た
方

※　

他
の
制
度
に
よ
る
補
聴
器
の

購
入
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

上
限　

万
７
千
円
（
一

１３

部
自
己
負
担
あ
り
）

※　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申　

込　

補
聴
器
購
入
前
に
、
自

立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
１
）
へ
。

 　

平
成　

年
４
月
分
申
請
よ
り
、

２７

人
工
喉
頭
（
埋
込
型
用
人
工
鼻
）

の
種
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
、
基
準
額
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
相
談

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

１
）

 　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
各

種
手
続
、
受
診
、
行
事
へ
の
参
加

な
ど
で
外
出
す
る
際
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
手
話
通
訳
等
派
遣
セ

ン
タ
ー
の
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆

記
者
の
派
遣
依
頼
も
自
立
生
活
支

援
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
方

人
工
喉
頭（
埋
込
型
用
人
工

鼻
）を
日
常
生
活
用
具
費
給

付
種
目
に
追
加
し
ま
し
た

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記

者
を
派
遣
し
ま
す

○１７０
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%
%
%
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%
%
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%
%
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　 小  金  井  市 では、 第 ３ 回  目 とな
こ がね い し だい かい め

る 日  本  語 スピーチコンテストを
に ほん ご

 開  催 します。 日  本  語 でスピーチ
かい さい に ほん ご

してみたい 方 の 応  募 をお 待 ちし
かた おう ぼ ま

ています。
と　き　７ 月 １１ 日 （ 土 ） 午  後 １

がつ にち どようび ご ご

 時 ～３ 時 ３０ 分 ごろ
じ じ ぷん

※　 午  前  中 にリハーサルがあり
ご ぜん ちゅう

ます。
 出場資  格 
しゅつじょうし かく

　 市  内  在  住 ・ 在  勤 ・ 在 
し ない ざい じゅう ざい きん ざい

 学 で 母  語 が 日  本  語  以  外 の 方 
がく ぼ ご に ほん ご い がい かた

テーマ　 自  由 （オリジナルで 未 
じ ゆう み

 発  表 のものに 限 ります）
はっ ぴょう かぎ

スピーチ 時  間 
じ かん

　 １人 ５ 分  以  内 
ひとり ふん い ない

 募集  人  数 　１０
ぼしゅう にん ずう

 人 （ 事  前  審  査 あり）
にん じ ぜん しん さ

 申込書  配  布 　コ
もうしこみしょ はい ふ

ミュニティ 文  化 
ぶん か

 課 （ 市  役  所  第  二 
か し やく しょ だい に

 庁  舎 ４ 階 ）で 配 
ちょう しゃ かい はい

 布 しているほ
ふ

か、 市 ホームペ
し

ージからダウン
ロードできま

す。
その 他 　渇

た

 受賞者 には 記  念  品 を
じゅしょうしゃ き ねん ひん

 差 し 上 げます。
さ あ

渇 日 にちが 変  更 
ひ へん こう

になる 場  合 がありますので、 決 
ば あい けっ

 定 した 開  催  日 と 会場 （ 市  内 ）は、
てい かい さい び かいじょう し ない

 申  込  書 に 記  載 します。
もうし こみ しょ き さい

 申 　 込 
もうし こみ

　５ 月 ２７ 日 （ 必  着 ）まで
がつ にち ひっ ちゃく

に、 申  込  書 に 必  要  事  項 を 明  記 
もうし こみ しょ ひつ よう じ こう めい き

し、 郵  送 、ファクス、Ｅメール
ゆう そう

または 直  接 、コミュニティ 文  化 
ちょく せつ ぶん か

 課  文  化  推  進  係 （〒１８４－８５０４ 住 
か ぶん か すい しん がかり じゅう

 所  不  要 ☎０４２－３８７－９９２３ ０４２
しょ ふ よう

－３８８－１３２３ 死 s030299@kog 
anei-shi.jp）へ。

FAX

 第 ３ 回  小  金  井  市  日  本  語 
だい かい こ がね い し に ほん ご

スピーチコンテスト
　平成２７年度が始まりました。市民の皆さんには、日ごろよりごみの減量・資源化の推進に積
極的に取り組んでいただいていることに感謝申し上げます。
　さて、本年度の可燃ごみの処理（１３,６００ｔ）については、多摩川衛生組合（構成市：稲城市、
狛江市、府中市、国立市）から６,０００ｔ、国分寺市から３,６００ｔ、昭島市から２,０００ｔ、西多摩衛
生組合（構成市：青梅市、福生市、羽村市、瑞穂町）から２,０００ｔのご支援をいただけることと
なり、市内から発生する可燃ごみの全量を処理できる見込みとなりました。施設周辺にお住ま
いの皆様ならびに関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
　また、可燃ごみの共同処理については、本年７月に日野市、国分寺市および本市の３市によ
る浅川清流環境組合の設立および平成３１年度中の新可燃ごみ処理施設の稼動をめざして、私た
ちが果たすべき役割や責任を誠実に努めてまいる所存です。
　本市では、循環型社会の形成に向けて、また、各施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者
の皆様の負担を軽減するため、新たに策定した一般廃棄物処理基本計画（平成２７年度～３６年
度）に基づき、より一層ごみ減量に向けた施策に取り組んでまいります。引き続き、市民の皆
さんのご理解・ご協力をお願いします。
　なお、平成２７年２月の集計結果は８８６ｔ（昨年は８７０ｔ）となり、平成２６年度の本欄の目標で
ある燃やすごみの排出量（家庭系）月１,０００ｔ未満を達成することができましたが、昨年よりも
増加しています。市民１人１日
当たりに換算すると排出量は
２６９ｇ（昨年は２６６ｇ）でした。
本年度もよろしくお願いいたし
ます。

燃やすごみ地区別1人1日当たりの
排出量

月・水・木・土地区 271 265 6

（単位：g）

地　　区
火・金地区 267 266 1

武蔵小金井 東小金井

2月 前年同月

不燃系ごみ
（市内全域） 95 94 1

増減量

前年同月増減量

１か月の燃やすごみ
収集量（市内全域）

886t 870t 16t

増減量2月 前年同月

2月

去年より
増えちゃった

去年より
増えちゃった

　

都
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

７０

を
対
象
に
、
都
営
交
通
お
よ
び

都
内
民
営
バ
ス
を
利
用
で
き
る

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

（
有
効
期
限
＝
９
月　

日
）
を

３０

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
等

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

常
設
窓
口

▽　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
貫
井
北
町
１
儿
８
儿　

）
２１

＝
毎
月
第
３
月
曜
日
か
ら
５

日
間
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

４
時

▽　

小
田
急
バ
ス
三
鷹
案
内
所

（　

三
鷹
駅
南
口
バ
ス
ロ
ー

JR
タ
リ
ー
）
＝
午
前
８
時
～
午

後
８
時

費　

用

▽　

平
成　

年
度
市
・
都
民
税

２６

が
課
税
で
、
平
成　

年
中
の

２５

合
計
所
得
金
額
が　

万
円
を

１２５

超
え
る
方
＝
１
万　

円
２５５

▽　

そ
れ
以
外
の
方
＝
千
円

問
合
先　

社
東
京
バ
ス
協
会

（
☎　

儿
５
３
０
８
儿
６
９
５

０３

０
）

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ススススススススススススススススススススス

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
をををををををををををををををををををををを

発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

発
行
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

費　

用　

無
料
（
交
通
費
の
実
費

負
担
あ
り
）

申　

込　

直
接
（
２
回
目
以
降
は

フ
ァ
ク
ス
も
可
）
、
自
立
生
活
支

援
課
相
談
支
援
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１

０４２

３８７

 
　

儿　

儿
２
５
２
４
）
へ
。

０４２

３８４

 　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
や
、
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
、
手

帳
交
付
、
医
療
、
就
学
、
就
職
、

施
設
入
所
な
ど
の
各
種
相
談
に
応

じ
、
助
言
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
近
く
の
相
談
員
へ
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
相
談

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

１
）

 　

こ
れ
ま
で
年
金
と
連
動
し
て
ス

ラ
イ
ド
措
置
が
採
ら
れ
て
き
た
特

別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
等
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
の

FAXご
相
談
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員

身体障害者相談員
電　話住　所氏　名

０４２２−３３−９４４４東町２丁目今明子（肢）
０４２−３８５−３４２９中町４丁目田中麻子（肢・内部）
０４２−３８１−６８２５（ＦＡＸ）本町３丁目新崎多恵子（聴）
０４２−３８３−８２３０前原町５丁目橋本眞貴子（視）

知的障害者相談員
電　話住　所氏　名

０４２−３８１−０６３４本町５丁目尾島聖子
０４２−３８１−２６０２前原町３丁目野崎悦子
０４２−３０１−１７７９貫井北町３丁目法月千鶴子

特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等

お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
の

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

特
例
水
準
（
１
・
７
％
）
は
、
平

成　

年
度
～　

年
度
の
３
年
間
で

２５

２７

段
階
的
に
解
消
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
法
律
が
成
立
し
た
た

め
、
平
成　

年
４
月
分
以
降
の
手

２７

当
額
に
つ
い
て
は
０
・
３
％
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
全
国
消
費
者

２６

物
価
指
数
が
２
・
７
％
の
上
昇
で

あ
っ
た
た
め
、
実
質
２
・
４
％
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

手
当
額
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

 
問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）
、
児
童
扶
養
手
当
＝
子
育
て

支
援
課
手
当
助
成
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
９
）

 　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
後

１６

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

講　

師　

五
島
シ
ズ
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

平成２７年４月分から平成２７年３月分まで種　類
５１,１００円４９,９００円１級特別児童扶養

手当 ３４,０３０円３３,２３０円２級
１４,４８０円１４,１４０円障害児福祉手当
２６,６２０円２６,０００円特別障害者手当
１４,４８０円１４,１４０円経過的福祉手当
４２,０００円４１,０２０円全部

児童扶養手当
４１,９９０円〜９,９１０円４１,０１０円〜９,６８０円一部

認
知
症
家
族
の
集
い

ー
客
員
上
級
研
究
員
）

対　

象　

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

４
月　

日
か
ら
、
緑
寿

１５

園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

４６２

１
２
０
６
）
へ
。

 　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
な
毎

日
を
送
る
た
め
、
市
で
は
ご
当
地

体
操
「
小
金
井
さ
く
ら
体
操
」
の

活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
予
防
活

動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
の
た
め
、
介
護
予

防
の
基
礎
知
識
や
体
操
の
練
習
な

ど
を
行
う
講
座
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
～
７
月　

日

１２

１４

の
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時　

分
～

３０

正
午
（
全　

回
）

１０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
講

座
修
了
後
週
１
回
程
度
介
護
予
防

活
動
に
参
加
で
き
る
方
（
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
や
主
治
医
か
ら
運
動
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
多
数
の
場

３０

合
選
考
あ
り
）

申　

込　

５
月
８
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）
へ
。

０４２

３８７

 　

布
ぞ
う
り
、
ク
ロ
ス
手
提
げ
、

正
座
い
す
、
ふ
き
ん
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
、
５
月　

２４

２９

日
、
６
月　

日
、
７
月　

日
、
８

２６

３１

月　

日
、
９
月　

日
、
い
ず
れ
も

２８

１８

金
曜
日
午
前　

時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
本
町
作
業

所
（
本
町
６
儿
５
儿　

）
１６

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

０４２

３８３

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

手
芸
工
芸
品
を
販
売
し
ま
す

中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

出場者 出  場  者 
しゅつじょう ししゅつ じょう しゃゃ

募集 募  集 
ぼ しゅぼ しゅうう


